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縄
県
に
お
け
る
「
集
団
自
決
強
制
」
削
除
の
教
科
書
検
定
を
巡
る
県
民
大
会
に
関
す
る
質

問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
沖
縄
県
に
お
け
る
「
集
団
自
決
強
制
」
削
除
の
教
科
書
検
定
を
巡
る
県
民
大
会
に
関
す

る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
機
関
は
、
教
科
用
図
書
検
定
調
査
審
議
会
（
以
下
「
審
議
会
」
と
い
う
。
）
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

審
議
会
は
、
文
部
科
学
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十
一
号
）
第
八
十
五
条
に
お
い
て
、
文
部
科
学
省
に
置

く
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

審
議
会
の
会
務
を
総
理
し
、
審
議
会
を
代
表
す
る
会
長
は
、
杉
山
武
彦
で
あ
る
。
平
成
十
八
年
度
の
審
議
会
に
出
席
し
た

者
は
、
審
議
会
の
委
員
及
び
臨
時
委
員
並
び
に
文
部
科
学
省
の
職
員
で
あ
る
。
そ
の
氏
名
に
つ
い
て
、
総
会
の
み
に
出
席
し

た
者
も
含
め
す
べ
て
お
示
し
す
る
と
、
審
議
会
の
委
員
及
び
臨
時
委
員
は
、
秋
山
庵
然
、
浅
井
吉
藏
、
石
原
潤
、
浦
野
俊
則
、

大
橋
博
行
、
岡
部
幸
枝
、
岡
本
民
夫
、
片
山
倫
子
、
栗
原
敏
、
近
藤
讓
、
杉
山
武
彦
、
袖
井
孝
子
、
高
木
亮
一
、
�
橋
文
博
、

谷
坂
隆
俊
、
谷
脇
理
史
、
苗
村
憲
司
、
中
村
洋
、
西
沢
清
子
、
羽
入
佐
和
子
、
濱
口
富
士
雄
、
広
瀬
順
晧
、
廣
部
和
也
、
根

一



岸
潔
、
村
木
逸
子
、
茂
手
木
潔
子
、
森
川
靖
、
山
田
卓
生
、
淀
井
彩
子
、
渡
部
徳
子
、
青
柳
明
、
揚
村
洋
一
郎
、
天
児
慧
、

天
野
知
香
、
蟻
塚
昌
克
、
有
馬
学
、
五
十
嵐
邦
正
、
伊
藤
卓
、
石
井
敬
孝
、
乾
隆
、
上
山
和
雄
、
宇
高
勝
之
、
蛭
多
令
子
、

大
平
勇
次
、
大
室
文
之
、
尾
登
誠
一
、
片
岡
昭
雄
、
神
崎
充
晴
、
菅
野
俊
子
、
紀
平
英
作
、
木
村
耕
、
久
保
豊
子
、
栗
田
充

治
、
甲
田
充
彦
、
小
室
正
紀
、
後
藤
四
郎
、
小
澤
紀
美
子
、
小
宮
賢
治
、
近
藤
弘
樹
、
佐
藤
勝
彦
、
筱
田
健
一
、
篠
塚
純
子
、

清
水
孝
二
、
卜
田
隆
嗣
、
杉
本
良
男
、
栖
原
彌
生
、
関
出
、
園
田
満
三
、
高
橋
滋
、
田
口
冬
樹
、
武
市
正
人
、
竹
前
文
夫
、

武
山
洋
二
郎
、
田
中
恵
子
、
田
中
ゆ
か
り
、
谷
聖
美
、
田
村
俊
和
、
常
秋
美
作
、
遠
山
曉
、
富
岡
康
夫
、
中
川
義
次
、
中
森

千
佳
子
、
中
谷
延
二
、
糠
谷
明
、
根
本
正
之
、
橋
本
正
明
、
橋
本
喜
一
、
長
谷
川
秀
一
、
波
多
野
澄
雄
、
浜
口
幸
久
、
�
中

昇
、
早
川
光
敬
、
樋
口
覚
、
土
方
知
己
、
廣
田
良
夫
、
二
木
謙
一
、
本
田
裕
、
前
田
和
實
、
前
田
研
一
、
松
尾
美
恵
子
、
松

田
智
明
、
松
村
栄
子
、
南
不
二
雄
、
宮
地
忠
明
、
森
本
幸
裕
、
家
島
彦
一
、
矢
島
基
美
、
山
縣
然
太
朗
、
山
崎
朝
子
、
山
根

隆
一
郎
、
山
本
順
子
、
山
本
孝
宏
、
山
本
公
之
、
湯
浅
茂
雄
、
横
井
洋
太
、
吉
岡
眞
之
、
米
山
高
生
、
和
田
清
美
及
び
渡
辺

真
知
子
で
あ
る
。
ま
た
、
文
部
科
学
省
の
課
長
・
企
画
官
相
当
職
以
上
の
職
員
は
、
初
等
中
等
教
育
局
長
（
当
時
）
銭
谷
眞

美
、
大
臣
官
房
審
議
官
布
村
幸
彦
、
初
等
中
等
教
育
局
教
科
書
課
長
（
当
時
）
山
下
和
茂
、
初
等
中
等
教
育
局
教
科
書
調
査

官
青
山
孝
、
同
淺
香
修
治
、
同
浅
見
直
司
、
同
荒
井
和
男
、
同
池
田
佳
司
、
同
卜
部
勝
彦
、
同
遠
藤
貴
子
、
同
大
田
浩
、
同

二



岡
田
力
、
同
小
串
雅
則
、
同
奥
田
浩
嗣
、
同
小
原
俊
、
同
加
藤
惠
己
、
同
加
藤
徹
也
、
同
加
茂
川
惠
司
、
同
川
上
新
吾
、
同

木
部
剛
、
同
工
藤
由
貴
子
、
同
小
林
保
則
、
同
白
石
良
夫
、
同
新
保
良
明
、
同
末
澤
裕
子
、
同
鈴
木
康
志
、
同
須
藤
拓
、
同

�
橋
直
、
同
�
橋
秀
樹
、
同
高
橋
裕
一
、
同
�
橋
洋
子
、
同
田
中
健
一
、
同
田
中
康
二
郎
、
同
田
中
大
士
、
同
照
沼
康
孝
、

同
冨
中
利
治
、
同
中
野
遵
、
同
根
岸
和
義
、
同
間
晃
郎
、
同
福
士
�
士
、
同
正
野
泰
周
、
同
（
当
時
）
益
邑
干
草
、
同
松
井

秀
郎
、
同
三
谷
芳
幸
、
同
村
瀬
信
一
、
同
室
井
俊
通
、
同
杢
子
耕
一
、
同
門
間
理
良
、
同
矢
吹
久
、
同
山
河
重
弥
、
同
山
下

直
、
同
山
本
仁
、
同
吉
田
史
郎
、
同
吉
野
康
子
、
同
脇
田
美
佳
及
び
初
等
中
等
教
育
局
教
科
書
課
教
科
書
企
画
官
（
当
時
）

村
上
尚
久
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
検
定
」
に
係
る
審
議
会
の
部
会
に
つ
い
て
、
期
日
、
会
場
、
出
席
委
員
、
検
定
申
請
に
係
る
各
教
科
書
の
合

否
の
判
定
等
の
内
容
が
記
載
さ
れ
た
文
書
は
存
在
す
る
。
ま
た
、
御
指
摘
の
検
定
に
係
る
部
会
に
お
け
る
調
査
審
議
の
結
果

及
び
経
過
を
部
会
長
が
総
会
に
お
い
て
報
告
し
た
内
容
が
記
載
さ
れ
た
文
書
は
存
在
す
る
。

五
に
つ
い
て

審
議
会
に
お
い
て
は
、
各
委
員
が
検
定
の
時
点
に
お
け
る
客
観
的
な
学
問
的
成
果
等
に
照
ら
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
知
見
に

三



よ
り
、
申
請
に
係
る
歴
史
教
科
書
に
関
す
る
調
査
審
議
を
行
っ
て
い
る
。

六
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
に
お
い
て
も
詳
細
を
把
握
す
る
に
至
っ
て
い
な
い
。

七
に
つ
い
て

一
般
的
に
「
関
与
」
は
「
命
令
」
よ
り
広
い
意
味
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
例
え
ば
、
平
成
十
八
年
度
の
検
定
決
定
後
の

日
本
史
教
科
書
の
「
日
本
軍
の
く
ば
っ
た
手
榴
弾
で
集
団
自
決
と
殺
し
あ
い
が
お
こ
っ
た
」
、
「
県
民
が
日
本
軍
の
戦
闘
の

妨
げ
に
な
る
な
ど
で
集
団
自
決
に
追
い
や
ら
れ
た
」
等
の
記
述
は
、
お
尋
ね
の
「
日
本
軍
が
「
関
与
」
し
た
」
こ
と
を
示
す

も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

八
に
つ
い
て

文
部
科
学
省
と
し
て
は
、
集
団
自
決
が
起
き
た
の
は
旧
日
本
軍
が
い
た
島
だ
け
で
あ
っ
た
か
否
か
は
承
知
し
て
い
な
い
。

御
指
摘
の
「
日
本
軍
の
関
与
が
な
け
れ
ば
あ
の
よ
う
な
惨
事
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
、
と
結
論
づ
け
る
事
実
」
が
ど
の
よ
う

な
も
の
を
意
味
す
る
の
か
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
お
尋
ね
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
平
成
十

八
年
度
の
日
本
史
教
科
書
の
検
定
意
見
は
、
沖
縄
に
お
け
る
集
団
自
決
に
つ
い
て
、
旧
日
本
軍
の
関
与
を
否
定
す
る
も
の
で

四



は
な
く
、
不
幸
に
も
集
団
自
決
さ
れ
た
沖
縄
の
住
民
の
す
べ
て
に
対
し
て
、
自
決
の
軍
命
令
が
下
さ
れ
た
か
否
か
を
断
定
で

き
な
い
と
い
う
考
え
に
基
づ
い
て
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
検
定
決
定
後
の
日
本
史
教
科
書
の
記
述
に
お
い
て
は
、
「
日
本

軍
の
く
ば
っ
た
手
榴
弾
で
集
団
自
決
と
殺
し
あ
い
が
お
こ
っ
た
」
、
「
県
民
が
日
本
軍
の
戦
闘
の
妨
げ
に
な
る
な
ど
で
集
団

自
決
に
追
い
や
ら
れ
た
」
等
の
日
本
軍
の
関
与
を
認
め
る
記
述
が
あ
る
。

九
に
つ
い
て

御
指
摘
の
県
民
大
会
は
、
沖
縄
県
知
事
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々
が
参
加
し
て
お
り
、
文
部
科
学
省
と
し
て
は
悲
惨
な
戦

争
の
教
訓
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
次
の
世
代
に
継
承
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
御
指
摘
の
沖
縄
県
知
事
の
発

言
を
重
く
受
け
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

十
に
つ
い
て

八
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
平
成
十
八
年
度
の
日
本
史
教
科
書
の
検
定
意
見
は
、
沖
縄
に
お
け
る
集
団
自
決
に

つ
い
て
、
旧
日
本
軍
の
関
与
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、
不
幸
に
も
集
団
自
決
さ
れ
た
沖
縄
の
住
民
の
す
べ
て
に
対
し
て
、

自
決
の
軍
命
令
が
下
さ
れ
た
か
否
か
を
断
定
で
き
な
い
と
い
う
考
え
に
基
づ
い
て
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
検
定
決
定
後
の

日
本
史
教
科
書
の
記
述
に
お
い
て
は
、
「
日
本
軍
の
く
ば
っ
た
手
榴
弾
で
集
団
自
決
と
殺
し
あ
い
が
お
こ
っ
た
」
、
「
県
民

五



が
日
本
軍
の
戦
闘
の
妨
げ
に
な
る
な
ど
で
集
団
自
決
に
追
い
や
ら
れ
た
」
等
の
日
本
軍
の
関
与
を
認
め
る
記
述
が
あ
る
。

六


